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/10 5 2-3．調査概要 

・調査方法：訪問留置調査(2017 年1 月に実施) 
・調査対象：関東(1 都6 県)在住の15 歳以上69 歳以下の男女 500 人 
・調査内容：ライフスタイル変数、ICT 利用状況、商品特性、基本属性 
・標本抽出法：層化二段抽出[クオータサンプリング法(都市規模別性年代)] 

都市規模別人口構成比に応じて、町丁目(50 地点)を比例配
分して抽出した後、抽出された町丁目において、都市規模別性
年代人口構成比に応じて、個人を割り当て、該当者をランダム
ウォーク法で抽出 

訪問留置調査の実施概要は以下 













ご清聴ありがとうございました。 




